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 「令和３年度子供の読書活動優秀実践校」文部科学大臣表彰を受賞

した、只見高等学校を訪問しました。 

 優秀実践校に選ばれた只見高校ですが、学校司書は配属されてお

らず、司書教諭資格を持つ先生方、そして“生徒たち”によって読書

活動が推進されています。工夫された数々の取組を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【図書室前に掲示された栄えある表彰状】 

【ポップづくり】 

 

 
ポップは季節感も重要です。 

【メッセージカード】 

 
読み終えた生徒が、お薦めポイン

トをメッセージにして残すこと

で、選書の参考になります。 

【教職員推薦図書コーナー】 

 
毎年全職員からお薦めの本がリストアップされ

コーナーが設置されます。 

【図書館日誌】 

 
毎日回覧され、先生方からの朱書きのコメント

も記入されています。 

【小道具も密かに活躍】 

 
こういうのに誘われて図書室に

来る生徒もいるとか…。 

【充実した特設コーナー】 

 
８月に進路講演会講師で室屋義秀

さんがやってきます。事前にレディ

ネスを高める作戦です。 
【雑誌も読める図書室】              【古本市の準備】 

 
Newton,Number,ｵﾚﾝｼﾞﾍﾟｰｼﾞ,芸能も…。 古いものがたまったら古本市で無償提供 

 教員が読書を薦めるとどうして

も「押しつけ」になりがちです。生

徒による等身大の活動で読書活動

を推進できればと思っています。係

の生徒は「やらされ感ゼロ」で意欲

的に活動してくれています。教員は

生徒が困った時のフォロー役と思

っています。（担当:湯田図書部長より） 


